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は
じ
め
に

　

２
０
１
５
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
、
２
０
１
４

年
８
月
の
広
島
市
豪
雨
、
２
０
１
３
年
10
月
の
伊
豆

大
島
豪
雨
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
が
な
か
っ
た
（
遅
か
っ
た
）」
と
い
う
避
難

勧
告
・
指
示
の
伝
達
に
係
る
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
２
９
９
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出

し
た
１
９
８
２
年
７
月
の
長
崎
豪
雨
災
害
以
来
、
豪

雨
時
の
行
政
機
関
の
対
応
と
課
題
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
当
時
と
比
較
す
る
と
、
気
象
予
報
技

術
や
河
川
水
位
予
測
技
術
の
進
歩
お
よ
び
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
・
同
報
無
線
等
の
通
信
・
伝
達

手
段
の
普
及
に
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
豪
雨
災
害
の
報
道
に
接
す
る
た
び
に
、

長
崎
豪
雨
災
害
当
時
に
感
じ
た「
警
戒
避
難
活
動
」を

め
ぐ
る
問
題
が
い
ま
だ
十
分
な
解
決
を
み
て
い
な
い

こ
と
に
複
雑
な
思
い
で
い
る
。

豪
雨
時
の
警
戒
避
難
活
動
の
過
程

　

左
図
は
、
市
町
村
を
軸
に
豪
雨
時
の
警
戒
避
難
活

動
の
過
程
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
Ａ
」の「
意
思
決
定
過
程
」は
、
市
町
村
が
災
害
危

険
を
把
握
・
評
価
し
、
避
難
勧
告
等
を
判
断
す
る
過

程
で
あ
る
。
豪
雨
時
に
は
、
市
町
村
は
気
象
情
報
、

降
雨
、
河
川
水
位
等
を
も
と
に
避
難
の
勧
告
・
指
示

等
の
判
断
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を

適
時
に
収
集
で
き
、
判
断
に
生
か
せ
る
よ
う
準
備

（
例
：
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
積
算
雨
量
○
㎜
で
あ
れ
ば
避

難
勧
告
発
令
と
定
め
る
）
が
さ
れ
て
い
れ
ば
、
適
切

な
意
思
決
定
が
可
能
と
な
る
。

　
「
Ｂ
」
の
「
伝
達
過
程
」
は
、
市
町
村
が
避
難
の
勧

告
・
指
示
等
を
住
民
等
に
伝
達
す
る
過
程
で
あ
る
。

伝
達
手
段
の
特
性
に
よ
っ
て
伝
達
の
成
否
は
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
理
想
は
、
即
時
一
斉
伝
達
（
対
象
地

域
の
全
住
民
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
達
）
が
可
能
な

手
段
で
あ
る
。

　
「
Ａ
」お
よ
び「
Ｂ
」は
市
町
村
が
担
う
過
程
で
あ
る

が
、「
Ｃ
」の「
行
動
判
断
過
程
」は
住
民
が
担
う
。
市

町
村
か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
伝
達
情
報
や
独
自
の
収

集
情
報
等
を
も
と
に
住
民
が
取
る
べ
き
行
動
を
判
断

す
る
。

　

以
上
の「
Ａ
」「
Ｂ
」「
Ｃ
」の
過
程
が
問
題
な
く
進
行

す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
人
命
損
失
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
で

問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
「
Ａ
」の
過
程
の
主
た
る
問
題
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　

管
内
や
流
域
が
記
録
的
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
、
防
災
主
管
部
局
に
は
上
述
の
情
報
以
外
に
も
多

種
多
様
の
情
報
、
問
い
合
わ
せ
、
報
告
等
が
入
っ
て

く
る
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
避
難
勧
告
・
指
示
を
含
む

諸
々
の
判
断
を
行
う
。
し
か
し
、
状
況
が
想
定
を
超

え
て
激
化
す
れ
ば
そ
れ
ら
の
情
報
等
が
急
増
・
錯さ
く
そ
う綜

し
、
職
員
は
対
応
に
忙
殺
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
は
事
前
の
十
分
な
準
備
と
実
践
的
な
訓
練
な

く
し
て
は
、
も
は
や
抜
け
の
な
い
対
応
は
不
可
能
で

あ
る
。

　

十
分
な
準
備
等
を
阻
む
最
大
の
障
害
は
、
市
町
村

関
係
者
や
住
民
の
「
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と

は
」と
の
声
に
代
表
さ
れ
る「
想
定
外
」意
識
の
存
在

で
あ
る
。

　
「
Ａ
」の
過
程
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
問
題
が
存
在
す

る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　
「
Ｂ
」の
過
程
の
問
題
は
、
即
時
一
斉
伝
達
手
段
の

地
域
防
災
の
観
点
か
ら
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト総

務
省
消
防
庁
消
防
大
学
校
客
員
教
授　
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確
保
が
困
難
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
過
程
で
は
、
対
象
地
域
の
全
住
民
に
刻
々
変

化
す
る
災
害
状
況
に
即
応
し
て
必
要
情
報
を
伝
達
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
可
能
と
し
得
る
の

は
、
全
戸
に
配
備
さ
れ
た
戸
別
受
信
機
（
市
町
村
防

災
行
政
無
線
同
報
系
）や
防
災
ラ
ジ
オ（
市
町
村
防
災

行
政
無
線
を
受
信
可
能
な
タ
イ
プ
の
ラ
ジ
オ
。
緊
急

放
送
時
に
自
動
起
動
）
な
ど
だ
が
、
財
政
的
な
問
題

も
あ
り
整
備
し
て
い
る
市
町
村
は
多
く
は
な
い
。
広

く
普
及
し
て
い
る
屋
外
同
報
無
線
は
、
雷
や
雨
の
音

で
聞
き
取
り
に
く
い
（
窓
を
閉
め
切
っ
て
い
れ
ば
な

お
さ
ら
）と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

即
時
一
斉
伝
達
手
段
を
全
戸
に
確
保
で
き
な
い
市

町
村
で
は
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
（
登
録
し
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
緊
急
時
に
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
）
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
ド

コ
モ
は「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」と
呼
称
）を
活
用
す
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
防
災
情
報
メ
ー
ル

の
登
録
率
の
低
さ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
字
数
制
限

な
ど
の
課
題
が
存
在
す
る
。

　
「
Ｃ
」
の
過
程
の
最
大
の
問
題
は
、
住
民
の
「
指
示

待
ち
」の
意
識
で
あ
る
。

　

多
く
の
住
民
が
市
町
村
か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
伝

達
を
行
動
判
断
の
前
提
に
し
て
い
る
。「
市
町
村
か
ら

避
難
の
呼
び
か
け
が
あ
れ
ば
避
難
し
た
と
思
う
」
と

い
っ
た
住
民
の
声
が
典
型
的
で
あ
る
。
前
述
の「
Ａ
」

お
よ
び「
Ｂ
」の
過
程
の
問
題
を
考
慮
す
れ
ば
、
市
町

村
か
ら
の「
指
示
待
ち
」は
自
分
や
家
族
の
命
を
失
い

か
ね
な
い
選
択
で
あ
る
。
ま
た
、
深
夜
に
２
時
間
半

で
２
０
０
㎜
を
超
え
る
雨
量
を
記
録
し
た
広
島
市
豪

雨
の
ケ
ー
ス
で
は
、
た
と
え「
Ａ
」お
よ
び「
Ｂ
」の
過

程
が
完
璧
に
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、「
指
示
」を
受

け
て
か
ら
の
行
動
で
は「
手
遅
れ
」の
可
能
性
が
あ
っ

た
こ
と
が
筆
者
の
検
討
結
果
等
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

対
策
に
つ
い
て

　

災
害
対
策
法
制
上
、
避
難
勧
告
・
指
示
の
伝
達
は

基
本
的
に
市
町
村
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

以
上
に
概
観
し
た
よ
う
に
市
町
村
が
担
う「
Ａ
」「
Ｂ
」

の
過
程
に
は
一
朝
一
夕
に
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が

少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
以
下
の
対

策
が
重
要
で
あ
る
。

●
住
民
の
主
体
的
行
動
の
重
要
性
の
積
極
的
な
啓
発
。

　

住
民
が
居
住
地
域
の
危
険
性
を
正
し
く
認
識

し
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」の
意
識
を
も
っ

て
主
体
的
に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
積
極
的

に
啓
発
す
る
。

●�

住
民
の
警
戒
避
難
行
動
を
促
す
上
で
効
果
の
高
い

情
報
（
市
町
村
長
権
限
に
属
す
る
避
難
の
勧
告
・

指
示
を
除
く
）
を
市
町
村
を
介
さ
ず
に
住
民
へ
伝

達
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

　

こ
の
点
で
最
近
注
目
す
る
べ
き
動
き
が
あ
っ

た
。
２
０
１
５
年
11
月
19
日
か
ら
、
気
象
庁
は
す

べ
て
の
特
別
警
報
を
携
帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー

ル
で
直
接
配
信
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
関
東
・
東
北
豪
雨
時
に
出
さ
れ
た
大
雨
特
別

警
報
も
市
町
村
を
介
さ
ず
に
携
帯
電
話
保
有
者
に

即
時
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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図　豪雨時の警戒避難活動の過程

Ａ：意思決定過程

災害危険の把握・評価
避難勧告等の判断

Ｂ：伝達過程

住民への情報伝達　

Ｃ：行動判断過程

住民の警戒と避難　
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